
 

 

 

⑴
羅
生
門
の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
カ
エ
リ
み
る
者
が
な
か
っ
た
。（
五
六
・
１
） 

 

 

⑵
ヌ
ス
ビ
ト
が
棲
む
。（
五
六
・
２
） 

 

 

⑶
高
い
シ
ビ
の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。（
五
六
・
７
） 

 

 

⑷
そ
れ
が
ゴ
マ
を
ま
い
た
よ
う
に
は
っ
き
り
見
え
た
。（
五
六
・
８
） 

 

 

⑸
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
ク
ズ
れ
か
か
っ
た
、（
五
六
・
11
） 

 

 

⑹
そ
の
ニ
ゴ
っ
た
、
黄
色
い
光
が
、
隅
々
に
蜘
蛛
の
巣
を
か
け
た
天
井
裏
に
、（
六
〇
・
１
） 

 

濁 崩 

胡
麻 

鴟
尾 

盗
人 

顧 

羅
生
門 

名前 

年 
 
 

組 
 
 
 

番 

 



 

 

⑺
火
の
光
の
及
ぶ
範
囲
が
、
思
っ
た
よ
り
セ
マ
い
の
で
、（
六
〇
・
８
） 

 

 

⑻
老
婆
は
、
松
の
木
切
れ
を
、
床
板
の
間
に
サ
し
て
、（
六
一
・
11
） 

 

 

⑼
オ
オ
マ
タ
に
老
婆
の
前
へ
歩
み
寄
っ
た
。（
六
二
・
13
） 

 

 

⑽
慌
て
ふ
た
め
い
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
行
く
手
を
ふ
さ
い
で
、
こ
う
ノ
ノ
シ
っ
た
。（
六
三
・
２
） 

 

 

⑾
ち
ょ
う
ど
、
ト
リ
の
脚
の
よ
う
な
、
骨
と
皮
ば
か
り
の
腕
で
あ
る
。（
六
三
・
６
） 

 

 

⑿
ヘ
ビ
を
四
寸
ば
か
り
ず
つ
に
切
っ
て
干
し
た
の
を
、
干
し
魚
だ
と
言
う
て
、（
六
五
・
５
） 

 

 

⒀
こ
の
老
婆
を
ト
ら
え
た
時
の
勇
気
と
は
、（
六
六
・
４
） 

 

捕 蛇 鶏 罵 

大
股 

挿 狭 



 

 

⒁
下
人
は
ア
ザ
ケ
る
よ
う
な
声
で
念
を
押
し
た
。（
六
六
・
10
） 

 

 

⒂
お
れ
が
引
剝
ぎ
を
し
よ
う
と
ウ
ラ
む
ま
い
な
。（
六
六
・
13
） 

 

 

⒃
足
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
老
婆
を
、
手
荒
く
死
骸
の
上
へ
ケ
タ
オ
し
た
。（
六
六
・
15
） 

 

 

⒄
外
に
は
、
た
だ
、
コ
ク
ト
ウ
ト
ウ
た
る
夜
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。（
六
七
・
８
） 

 

黒
洞
々 

蹴
倒 恨 嘲 


